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１

ペ
ー
ジ

告
　
示

◯
市
町
村
が
処
理
す
る
こ
と
と
す
る
権
限
移
譲
対
象
事
務
の
範
囲
等
の

一
部
改
正
（
六
五
・
分
権
改
革
推
進
室
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１

◯
生
活
保
護
法
に
よ
る
指
定
医
療
機
関
の
事
業
の
廃
止
（
六
六
・
福
祉

政
策
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４

◯
生
活
保
護
法
に
よ
る
医
療
機
関
の
指
定
（
六
七
・
福
祉
政
策
課
）
…
…
４

◯
生
活
保
護
法
に
よ
る
介
護
機
関
の
指
定
（
六
八
・
福
祉
政
策
課
）
…
…
４

◯
生
活
保
護
法
に
よ
る
指
定
介
護
機
関
の
変
更
（
六
九
・
福
祉
政
策

課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
５

◯
保
安
林
予
定
森
林
の
指
定
通
知
（
七
〇
、
七
一
・
森
林
整
備
課
）
…
…
５

◯
指
定
施
業
要
件
変
更
予
定
通
知
（
七
二
・
森
林
整
備
課
）
…
…
…
…
…
６

公
　
告

◯
秋
田
県
国
民
健
康
保
険
診
療
報
酬
審
査
委
員
会
の
委
員
の
数
（
長
寿

社
会
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７

◯
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
の
申
請
（
地
域
活
動
支
援

室
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７

◯
土
地
改
良
区
の
役
員
の
退
任
及
び
就
任
の
届
出
（
秋
田
地
域
振
興
局

農
林
部
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７

秋
田
県
告
示
第
六
十
五
号

市
町
村
が
処
理
す
る
こ
と
と
す
る
権
限
移
譲
対
象
事
務
の
範
囲
等
（
平
成

十
八
年
秋
田
県
告
示
第
三
百
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、

平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
二
十
年
二
月
八
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

第
一
第
一
号
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
一
第
一
の
二
号
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
一
第
二
号
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
一
第
三
号
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
一
第
三
の
二
号
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
一
第
四
号
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
一
第
八
号
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
一
第
十
一
号
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
一
第
十
八
号
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
一
第
二
十
号
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
一
第
二
十
一
号
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
一
第
二
十
一
の
二
号
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
一
第
二
十
二
号
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
一
第
二
十
四
号
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
一
第
二
十
五
号
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
一
第
二
十
六
号
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

告
　
　
　
　
　
　
示

に
か
ほ
市

三

平
成
二
十
年
四
月
一
日

市

町

村

の

名

称

横
手
市
、
湯
沢
市
、
鹿
角

市
、
羽
後
町

大
館
市
、
上
小
阿
仁
村

一二

市
町
村
が
処
理
を
開
始
す
る
期
日

平
成
十
九
年
四
月
一
日

平
成
二
十
年
四
月
一
日

市

町

村

の

名

称

横
手
市
、
湯
沢
市
、
鹿
角

市
、
羽
後
町

大
館
市
、
上
小
阿
仁
村

一二

市
町
村
が
処
理
を
開
始
す
る
期
日

平
成
十
九
年
四
月
一
日

平
成
二
十
年
四
月
一
日

北
秋
田
市

三

平
成
二
十
年
四
月
一
日

北
秋
田
市
、
に
か
ほ
市

四

平
成
二
十
年
四
月
一
日

北
秋
田
市
、
仙
北
市

五

平
成
二
十
年
四
月
一
日

北
秋
田
市
、
に
か
ほ
市

三

平
成
二
十
年
四
月
一
日

北
秋
田
市
、
仙
北
市
、
大

潟
村

五

平
成
二
十
年
四
月
一
日

北
秋
田
市
、
に
か
ほ
市

四

平
成
二
十
年
四
月
一
日

小
坂
町
、
上
小
阿
仁
村
、

八
峰
町
、
大
潟
村
、
美
郷

町

六

平
成
二
十
年
四
月
一
日

小
坂
町
、
上
小
阿
仁
村
、

大
潟
村

六

平
成
二
十
年
四
月
一
日

横
手
市
、
北
秋
田
市
、
上

小
阿
仁
村
、
美
郷
町

四

平
成
二
十
年
四
月
一
日

北
秋
田
市
、
仙
北
市
、
小

坂
町
、
上
小
阿
仁
村

五

平
成
二
十
年
四
月
一
日

市

町

村

の

名

称

羽
後
町

横
手
市
、
北
秋
田
市
、
上

小
阿
仁
村
、
美
郷
町

一二

市
町
村
が
処
理
を
開
始
す
る
期
日

平
成
十
九
年
十
月
一
日

平
成
二
十
年
四
月
一
日

上
小
阿
仁
村
、
東
成
瀬
村

三

平
成
二
十
年
四
月
一
日

上
小
阿
仁
村

三

平
成
二
十
年
四
月
一
日
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第
一
第
二
十
七
号
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
一
第
二
十
九
号
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
一
第
三
十
号
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
一
第
三
十
一
号
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
一
第
三
十
二
号
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
一
第
三
十
三
号
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
一
第
三
十
四
号
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
一
第
三
十
五
号
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
一
第
三
十
六
号
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
一
第
三
十
七
号
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
一
第
三
十
八
号
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
一
第
三
十
九
号
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
一
第
三
十
九
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三
十
九
の
二
　
条
例
別
表
第
四
十
三
の
二
に
定
め
る
事
務

第
一
第
四
十
二
号
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
一
第
四
十
三
号
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
一
第
四
十
三
の
二
号
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
一
第
四
十
四
号
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
一
第
四
十
五
号
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
一
第
四
十
六
号
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

北
秋
田
市
、
仙
北
市
、
小

坂
町

五

平
成
二
十
年
四
月
一
日

北
秋
田
市

羽
後
町

三四

平
成
二
十
年
四
月
一
日

平
成
二
十
年
十
月
一
日

北
秋
田
市

羽
後
町

三四

平
成
二
十
年
四
月
一
日

平
成
二
十
年
十
月
一
日

北
秋
田
市

羽
後
町

三四

平
成
二
十
年
四
月
一
日

平
成
二
十
年
十
月
一
日

北
秋
田
市
、
小
坂
町

羽
後
町

三四

平
成
二
十
年
四
月
一
日

平
成
二
十
年
十
月
一
日

北
秋
田
市
、
小
坂
町

羽
後
町

三四

平
成
二
十
年
四
月
一
日

平
成
二
十
年
十
月
一
日

北
秋
田
市
、
小
坂
町

羽
後
町

三四

平
成
二
十
年
四
月
一
日

平
成
二
十
年
十
月
一
日

北
秋
田
市

四

平
成
二
十
年
四
月
一
日

大
仙
市
、
五
城
目
町

三

平
成
二
十
年
四
月
一
日

大
館
市
、
大
仙
市
、
五
城

目
町

三

平
成
二
十
年
四
月
一
日

市

町

村

の

名

称

能
代
市

北
秋
田
市

羽
後
町

一二三

市
町
村
が
処
理
を
開
始
す
る
期
日

平
成
十
八
年
三
月
二
十
一
日

平
成
二
十
年
四
月
一
日

平
成
二
十
年
十
月
一
日

市

町

村

の

名

称

能
代
市
、
鹿
角
市
、
潟
上

市
、
藤
里
町
、
五
城
目
町
、

羽
後
町
、
東
成
瀬
村

大
館
市
、
上
小
阿
仁
村

一二

市
町
村
が
処
理
を
開
始
す
る
期
日

平
成
十
九
年
十
二
月
二
十
八
日

平
成
二
十
年
四
月
一
日

市

町

村

の

名

称

能
代
市
、
大
館
市
、
上
小
阿
仁

村
、
藤
里
町
、
五
城
目
町
、
羽

後
町
、
東
成
瀬
村

市
町
村
が
処
理
を
開
始
す
る
期
日

平
成
二
十
年
四
月
一
日

市

町

村

の

名

称

横
手
市
、
大
館
市
、
鹿
角

市
、
潟
上
市
、
大
仙
市
、

北
秋
田
市
、
藤
里
町
、
五

城
目
町
、
羽
後
町

男
鹿
市
、
仙
北
市
、
三
種

町
、
美
郷
町

一二

市
町
村
が
処
理
を
開
始
す
る
期
日

平
成
十
九
年
四
月
一
日

平
成
二
十
年
四
月
一
日

市

町

村

の

名

称

秋
田
市
、
横
手
市
、
大
館

市
、
藤
里
町
、
三
種
町
、

羽
後
町

男
鹿
市
、
鹿
角
市
、
北
秋

田
市
、
美
郷
町

一二

市
町
村
が
処
理
を
開
始
す
る
期
日

平
成
十
九
年
四
月
一
日

平
成
二
十
年
四
月
一
日

横
手
市
、
男
鹿
市
、
三
種

町
、
美
郷
町

四

平
成
二
十
年
四
月
一
日

男
鹿
市
、
三
種
町
、
美
郷

町

六

平
成
二
十
年
四
月
一
日

男
鹿
市
、
三
種
町
、
美
郷

町

六

平
成
二
十
年
四
月
一
日

仙
北
市
、
三
種
町

三

平
成
二
十
年
四
月
一
日
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第
一
第
四
十
八
号
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
一
第
四
十
九
号
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
一
第
五
十
号
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
一
第
五
十
三
号
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
一
第
五
十
四
号
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
一
第
五
十
六
号
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
一
第
五
十
七
号
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
一
第
五
十
八
号
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
一
第
五
十
九
号
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
一
第
六
十
六
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六
十
六
の
二
　
条
例
別
表
第
六
十
六
の
二
に
定
め
る
事
務

第
一
第
六
十
九
号
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
一
第
七
十
号
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
一
第
七
十
一
号
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
一
第
七
十
四
の
二
号
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
一
第
七
十
四
の
三
号
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
一
第
七
十
四
の
四
号
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
一
第
七
十
五
号
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
一
第
七
十
六
号
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
一
第
七
十
七
の
二
号
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
一
第
七
十
七
の
三
号
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
一
第
八
十
号
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

仙
北
市
、
三
種
町

七

平
成
二
十
年
四
月
一
日

美
郷
町

三

平
成
二
十
年
四
月
一
日

小
坂
町
、
美
郷
町

四

平
成
二
十
年
四
月
一
日

大
潟
村
、
美
郷
町

六

平
成
二
十
年
四
月
一
日

美
郷
町

六

平
成
二
十
年
四
月
一
日

三
種
町
、
五
城
目
町
、
美

郷
町

七

平
成
二
十
年
四
月
一
日

市

町

村

の

名

称

秋
田
市
、
能
代
市
、
横
手

市
、
大
館
市
、
湯
沢
市
、

大
仙
市
、
に
か
ほ
市

北
秋
田
市
、
仙
北
市

一二

市
町
村
が
処
理
を
開
始
す
る
期
日

平
成
十
九
年
十
二
月
二
十
八
日

平
成
二
十
年
四
月
一
日

北
秋
田
市
、
仙
北
市
、
小

坂
町
、
八
峰
町
、
八
郎
潟

町
、
美
郷
町
、
東
成
瀬
村

六

平
成
二
十
年
四
月
一
日

大
潟
村

六

平
成
二
十
年
四
月
一
日

男
鹿
市
、
小
坂
町

六

平
成
二
十
年
四
月
一
日

北
秋
田
市

五

平
成
二
十
年
四
月
一
日

市

町

村

の

名

称

市
町
村
（
秋
田
市
、
由
利
本
荘

市
、
井
川
町
、
大
潟
村
を
除

く
。
）

市
町
村
が
処
理
を
開
始
す
る
期
日

平
成
二
十
年
四
月
一
日

男
鹿
市
、
小
坂
町
、
五
城

目
町

五

平
成
二
十
年
四
月
一
日

市

町

村

の

名

称

能
代
市
、
横
手
市
、
に
か

ほ
市
、
三
種
町

北
秋
田
市
、
羽
後
町

一二

市
町
村
が
処
理
を
開
始
す
る
期
日

平
成
十
九
年
四
月
一
日

平
成
二
十
年
四
月
一
日

市

町

村

の

名

称

能
代
市
、
横
手
市
、
に
か

ほ
市
、
三
種
町

北
秋
田
市
、
羽
後
町

一二

市
町
村
が
処
理
を
開
始
す
る
期
日

平
成
十
九
年
四
月
一
日

平
成
二
十
年
四
月
一
日

市

町

村

の

名

称

能
代
市
、
横
手
市
、
に
か

ほ
市
、
三
種
町

北
秋
田
市
、
羽
後
町

一二

市
町
村
が
処
理
を
開
始
す
る
期
日

平
成
十
九
年
四
月
一
日

平
成
二
十
年
四
月
一
日

市

町

村

の

名

称

能
代
市
、
横
手
市
、
に
か

ほ
市
、
三
種
町

北
秋
田
市
、
羽
後
町

一二

市
町
村
が
処
理
を
開
始
す
る
期
日

平
成
十
九
年
四
月
一
日

平
成
二
十
年
四
月
一
日

北
秋
田
市

三

平
成
二
十
年
四
月
一
日

市

町

村

の

名

称

大
仙
市
、
羽
後
町

北
秋
田
市

一二

市
町
村
が
処
理
を
開
始
す
る
期
日

平
成
十
九
年
四
月
一
日

平
成
二
十
年
四
月
一
日

市

町

村

の

名

称

大
仙
市

北
秋
田
市
、
羽
後
町

一二

市
町
村
が
処
理
を
開
始
す
る
期
日

平
成
十
九
年
四
月
一
日

平
成
二
十
年
四
月
一
日

市

町

村

の

名

称

大
仙
市

北
秋
田
市
、
羽
後
町

一二

市
町
村
が
処
理
を
開
始
す
る
期
日

平
成
十
九
年
四
月
一
日

平
成
二
十
年
四
月
一
日
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秋
田
県
告
示
第
六
十
八
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
介
護
扶
助
の
た
め
の
介
護
を
担
当
さ
せ
る
機
関
を

秋
田
県
告
示
第
六
十
七
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
十
九
条
の
規

定
に
よ
り
、
医
療
扶
助
の
た
め
の
医
療
を
担
当
さ
せ
る
機
関
を
次
の
と
お
り

第
一
第
八
十
一
号
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
五
十
五
条
の
二
第
一
号
の
規
定
に
基

づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
年
二
月
八
日

指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
五
十
五
条
の
二
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示

す
る
。平

成
二
十
年
二
月
八
日

第
一
第
八
十
二
号
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

秋
田
県
告
示
第
六
十
六
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
条
の
二
の

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
指
定
医
療
機
関
か
ら
事
業
の
廃
止
の
届
出
が
あ

っ
た
の
で
、
同
法
第
五
十
五
条
の
二
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
年
二
月
八
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

小
坂
町

五

平
成
二
十
年
四
月
一
日

小
坂
町

五

平
成
二
十
年
四
月
一
日

小
坂
町

五

平
成
二
十
年
四
月
一
日

祐
生
堂
医
院
内
科

嶋
村
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

イ
オ
ン
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー
本
荘
店
薬
局

斉
藤
薬
局

仙
北
市
角
館
町
竹
原
町
三
十
番
地

大
仙
市
大
曲
中
通
町
八
番
三
十
二
号

由
利
本
荘
市
石
脇
字
田
中
百
三
十
八
番
地

由
利
本
荘
市
御
門
二
百
十
三
―
三

平
成
十
九
年
十
一
月
十
一
日

平
成
十
九
年
十
二
月
三
十
一
日

平
成
十
七
年
十
一
月
二
十
日

平
成
十
九
年
十
二
月
十
三
日

医
療
法
人
社
団
祐
生
堂
　
理
事
長

嶋
　
村
　
義
　
栄

イ
オ
ン
株
式
会
社
　
代
表
執
行
役

斉
　
藤
　
和
　
子

名
　
　
　
　
　
称

所
　
　
　
　
　
　
在
　
　
　
　
　
　
地

廃

止

年

月

日

開
設
者
氏
名
又
は
名
称

児
玉
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

嶋
村
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

イ
オ
ン
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー
本
荘
店

薬
局

斉
藤
薬
局

北
秋
田
市
鷹
巣
字
東
中
岱
三
―
一

大
仙
市
大
曲
中
通
町
八
―
三
十
二

由
利
本
荘
市
石
脇
字
田
中
百
三
十
八
番
地

由
利
本
荘
市
御
門
六
十
九
―
七

内
科
、
呼
吸
器
科

歯
科
、
小
児
歯
科
、
歯
科
口

腔
外
科

調
剤
薬
局

調
剤
薬
局

平
成
十
九
年
十
二
月
五
日

平
成
二
十
年
一
月
一
日

平
成
十
九
年
八
月
一
日

平
成
十
九
年
十
二
月
十
四
日

児
　
玉
　
達
　
彦

嶋
　
村
　
佳
　
悦

イ
オ
ン
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
　

斉
　
藤
　
和
　
子

名
　
　
　
　
　
称

所
　
　
　
　
　
　
在
　
　
　
　
　
　
地

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

指

定

年

月

日

開
設
者
氏
名
又
は
名
称
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秋
田
県
告
示
第
七
十
号

農
林
水
産
大
臣
か
ら
次
の
森
林
を
保
安
林
予
定
森
林
と
す
る
旨
の
通
知
が

あ
っ
た
の
で
、
森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
年
二
月
八
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
（一）

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

大
館
市
雪
沢
字
向
台
五
〇
の
二
、
五
〇
の
三
、
字
大
滝
六
四
の
一

（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）
、
横
手
市
大
森
町
八
沢
木
字
坂
ノ

秋
田
県
告
示
第
六
十
九
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二

第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と

下
一
九
の
一
か
ら
一
九
の
三
ま
で
、
一
九
の
六
、
字
堀
戸
一
の
一
、
一

の
二
、
一
の
六
、
山
内
大
松
川
字
文
内
山
八
一
、
字
上
大
倉
二
五
の
二
、

雄
勝
郡
羽
後
町
下
仙
道
字
上
太
倉
一
、
三
、
四
、
八
、
一
〇
〇
の
二
か

ら
一
〇
〇
の
五
ま
で
、
一
〇
〇
の
七
、
一
〇
八
か
ら
一
一
〇
ま
で
、
一

一
五
の
一
、
字
下
太
倉
五
八
の
一
、
五
八
の
二
、
五
九
、
六
〇
、
六
二
、

字
深
沢
一
か
ら
一
二
ま
で
、
二
六
の
一
、
字
不
動
沢
四
九

（二）

指
定
の
目
的
　
水
源
の
か
ん
養

（三）

指
定
施
業
要
件

（１）

立
木
の
伐
採
の
方
法

お
り
指
定
介
護
機
関
か
ら
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
五
十
五
条

の
二
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
年
二
月
八
日

ア
　
次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

字
上
大
倉
二
五
の
二
、
字
上
太
倉
一
〇
〇
の
三
、
一
〇
〇
の

七
・
字
文
内
山
八
一
・
字
下
太
倉
五
八
の
一
（
以
上
三
筆
に
つ
い

て
、
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）
、
五
八
の
二
、
字
深
沢
二

か
ら
八
ま
で
・
一
二
・
二
六
の
一
・
字
不
動
沢
四
九
（
以
上
一
〇

筆
に
つ
い
て
、
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

イ
　
そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な

い
。

ウ
　
主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

あ
い
ぱ
る
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

木
村
内
科
医
院

も
ろ
び
苑
指
定
通
所
介
護
事
業
所

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
う
ら
ら
か

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ふ
ぁ
み
ー
ゆ

え
が
お
神
宮
寺

大
仙
市
大
曲
福
住
町
五
番
二
十
三
号

大
仙
市
大
曲
中
通
町
三
番
三
号

北
秋
田
市
阿
仁
幸
屋
渡
字
前
野
七
番
地
三

大
仙
市
太
田
町
国
見
字
仲
村
三
百
八
十
二
番
地
二

湯
沢
市
愛
宕
町
三
丁
目
二
番
三
十
号

大
仙
市
神
宮
寺
字
上
栗
谷
田
六
十
七
番
五
号

訪
問
介
護
、
介
護
予
防
訪
問

介
護

居
宅
療
養
管
理
指
導
、
介
護

予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導

介
護
予
防
通
所
介
護

短
期
入
所
生
活
介
護
、
介
護

予
防
短
期
入
所
生
活
介
護

介
護
予
防
通
所
介
護

介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共

同
生
活
介
護

平
成
十
九
年
十
二
月
十
五
日

平
成
十
九
年
十
二
月
一
日

平
成
十
九
年
十
一
月
一
日

平
成
二
十
年
一
月
十
一
日

平
成
二
十
年
一
月
一
日

平
成
二
十
年
一
月
一
日

石
川
興
業
株
式
会
社
　
代
表
取
締
役

木
　
村
　
靖
　
和

社
会
福
祉
法
人
北
秋
田
市
社
会
福
祉
協
議

会
　
会
長

ウ
ェ
ル
ハ
ー
ト
禮
株
式
会
社
　
代
表
取
締

役特
定
非
営
利
活
動
法
人
フ
ァ
ミ
ー
ユ
　
会

長株
式
会
社
え
が
お
　
代
表
取
締
役

名
　
　
　
　
　
称

所
　
　
　
　
　
　
在
　
　
　
　
　
　
地

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

指

定

年

月

日

開
設
者
氏
名
又
は
名
称

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ふ
ぁ
み

り
ぃ

有
限
会
社
ふ
ぁ
み
り
ぃ
　
取
締

役

大
仙
市
四
ツ
屋
字
上
古
道
六
十
六
―
九

平
成
十
九
年
十
二
月
一
日

認
知
症
対
応
型
共

同
生
活
介
護

名
　
　
　
　
　
　
称

開
設
者
氏
名
又
は
名
称

所
　
　
　
　
　
在
　
　
　
　
　
地

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ふ
ぁ

み
り
ぃ
中
仙

大
仙
市
長
野
字
新
山
九

十
番
地
四 変

　
　
　
更
　
　
　
事
　
　
　
項

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ふ
ぁ

み
り
ぃ

大
仙
市
四
ツ
屋
字
上
古

道
六
十
六
―
九

変
　
　
更
　
　
後

変
　
　
更
　
　
前

変
　
更
　
年
　
月
　
日

サ
ー
ビ
ス
の
種
類
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の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標

準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

エ
　
間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（２）

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
、
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

二
（一）

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

北
秋
田
市
新
田
目
字
古
屋
布
一
五
三
、
一
五
五
、
一
五
九
の
一
、
字

木
戸
石
字
芦
沢
一
五
九
の
五
、
一
五
九
の
六

（二）

指
定
の
目
的
　
土
砂
の
流
出
の
防
備

（三）

指
定
施
業
要
件

（１）

立
木
の
伐
採
の
方
法

ア
　
次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

字
古
屋
布
一
五
三
・
字
芦
沢
一
五
九
の
六
（
以
上
二
筆
に
つ
い

て
、
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

イ
　
そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な

い
。

ウ
　
主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木

の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標

準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

エ
　
間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（２）

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
、
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

三
（一）

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

北
秋
田
市
木
戸
石
字
芦
沢
一
五
九
の
一
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限

る
。
）
、
横
手
市
山
内
平
野
沢
字
上
三
明
岡
三
一
の
一
、
四
二
、
四
三
、

四
四
の
一
、
四
七
の
一
、
字
下
三
明
岡
一
の
一

（二）

指
定
の
目
的
　
土
砂
の
崩
壊
の
防
備

（三）

指
定
施
業
要
件

（１）

立
木
の
伐
採
の
方
法

ア
　
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

イ
　
主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木

の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標

準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

ウ
　
間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（２）

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
、
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関

係
書
類
を
農
林
水
産
部
森
林
整
備
課
、
北
秋
田
地
域
振
興
局
農
林
部
、
平
鹿

地
域
振
興
局
農
林
部
、
雄
勝
地
域
振
興
局
農
林
部
並
び
に
関
係
市
役
所
及
び

羽
後
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

秋
田
県
告
示
第
七
十
一
号

農
林
水
産
大
臣
か
ら
次
の
森
林
を
保
安
林
予
定
森
林
と
す
る
旨
の
通
知
が

あ
っ
た
の
で
、
森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
年
二
月
八
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
（一）

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

大
館
市
粕
田
字
田
ノ
沢
一
五
〇
の
一
、
字
数
馬
六
一
の
五
、
六
一
の

一
六
、
十
二
所
字
上
太
沢
七
四
・
早
口
字
矢
櫃
沢
五
九
（
以
上
二
筆
に

つ
い
て
、
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）
、
北
秋
田
郡
上
小
阿
仁
村

沖
田
面
字
西
山
下
一
〇
五

（二）

指
定
の
目
的
　
水
源
の
か
ん
養

（三）

指
定
施
業
要
件

（１）

立
木
の
伐
採
の
方
法

ア
　
次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

字
上
太
沢
七
四
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

イ
　
そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な

い
。

ウ
　
主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木

の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標

準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

エ
　
間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（２）

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
、
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

二
（一）

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

北
秋
田
市
新
田
目
字
古
屋
布
一
五
八
、
二
六
二
の
一
、
二
六
四
、
字

屋
布
岱
一
の
一
か
ら
一
の
五
ま
で
、
八
七
、
八
八
の
二
、
九
五
の
二
、

九
六
、
一
〇
二
の
二
、
北
秋
田
郡
上
小
阿
仁
村
仏
社
字
長
信
田
沢
二
八

九
の
一

（二）

指
定
の
目
的
　
土
砂
の
流
出
の
防
備

（三）

指
定
施
業
要
件

（１）

立
木
の
伐
採
の
方
法

ア
　
次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

字
古
屋
布
一
五
八
、
二
六
四
、
字
長
信
田
沢
二
八
九
の
一
（
次

の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

イ
　
そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な

い
。

ウ
　
主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木

の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標

準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

エ
　
間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（２）

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
、
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関

係
書
類
を
農
林
水
産
部
森
林
整
備
課
、
北
秋
田
地
域
振
興
局
農
林
部
並
び
に

北
秋
田
市
役
所
及
び
上
小
阿
仁
村
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

秋
田
県
告
示
第
七
十
二
号

農
林
水
産
大
臣
か
ら
次
の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る

予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第

二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
三
十
条
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
年
二
月
八
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
（一）

指
定
施
業
要
件
変
更
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

鹿
角
市
十
和
田
大
湯
・
大
館
市
比
内
前
田
字
前
田
沢
・
杉
沢
字
大
杉

沢
・
大
子
内
字
堂
ノ
沢
・
比
内
町
八
木
橋
字
木
山
沢
・
比
内
町
大
葛
字

長
部
沢
（
以
上
二
市
国
有
林
。
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

（二）

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的
　
水
源
の
か
ん
養

（三）

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

（１）

立
木
の
伐
採
の
方
法

ア
　
次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
立
木
の
伐
採
を
禁
止
す

る
。字

長
部
沢
（
国
有
林
。
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

イ
　
次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

字
長
部
沢
（
国
有
林
。
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

ウ
　
そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な

い
。

エ
　
主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木

の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標

準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

オ
　
間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（２）

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
、
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

二
（一）

指
定
施
業
要
件
変
更
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

鹿
角
市
花
輪
・
大
館
市
長
走
字
下
モ
内
沢
・
粕
田
字
粕
田
沢
（
以
上

二
市
国
有
林
。
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

（二）

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的
　
土
砂
の
流
出
の
防
備

（三）

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

（１）

立
木
の
伐
採
の
方
法

ア
　
次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

字
下
モ
内
沢
・
字
粕
田
沢
（
以
上
二
字
国
有
林
。
次
の
図
に
示
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す
部
分
に
限
る
。
）

イ
　
そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な

い
。

ウ
　
主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木

の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標

準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

エ
　
間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（２）

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
、
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

三
（一）

指
定
施
業
要
件
変
更
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

鹿
角
市
八
幡
平
字
田
の
沢
・
大
館
市
猿
間
字
砥
沢
（
以
上
二
字
国
有

林
。
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

（二）

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的
　
干
害
の
防
備

（三）

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

（１）

立
木
の
伐
採
の
方
法

ア
　
次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

字
田
の
沢
・
字
砥
沢
（
以
上
二
字
国
有
林
。
次
の
図
に
示
す
部

分
に
限
る
。
）

イ
　
そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な

い
。

ウ
　
主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木

の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標

準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

エ
　
間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（２）

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
、
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関

係
書
類
を
農
林
水
産
部
森
林
整
備
課
、
鹿
角
地
域
振
興
局
農
林
部
、
北
秋
田

地
域
振
興
局
農
林
部
及
び
関
係
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

国
民
健
康
保
険
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
九
十
二
号
）
第
八
十
八
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
秋
田
県
国
民
健
康
保
険
診
療
報
酬
審
査
委
員
会
の

委
員
の
数
を
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
次
の
と
お
り
定
め
る
こ
と
と
し
た

の
で
、
公
告
す
る
。

平
成
二
十
年
二
月
八
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
保
険
医
及
び
保
険
薬
剤
師
を
代
表
す
る
委
員
　
　
　
　
　
　
　
十
五
人

二
　
保
険
者
を
代
表
す
る
委
員
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
五
人

三
　
公
益
を
代
表
す
る
委
員
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
五
人

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
を
設
立
し
よ
う
と
す
る
者
か
ら
次
の

と
お
り
設
立
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
公
告
す
る
。

平
成
二
十
年
二
月
八
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
二
十
年
一
月
二
十
五
日

二
　
申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
あ
い
あ
ん
ぐ
る

三
　
代
表
者
の
氏
名

小
　
原
　
淳
　
子

四
　
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

秋
田
県
仙
北
郡
美
郷
町
六
郷
字
熊
野
二
百
十
三
番
地
三

五
　
定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
障
害
者
（
児
）
及
び
高
齢
者
に
対
し
て
、
地
域
で
自
立

し
た
生
活
を
営
み
、
社
会
参
加
し
て
い
く
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
住
宅
入

居
等
支
援
事
業
（
居
宅
サ
ポ
ー
ト
事
業
）
・
福
祉
ホ
ー
ム
事
業
・
生
活
支

援
・
生
活
サ
ポ
ー
ト
事
業
・
成
年
後
見
制
度
利
用
支
援
事
業
・
移
動
支
援

事
業
・
社
会
参
加
促
進
事
業
・
相
談
支
援
事
業
・
福
祉
店
舗
運
営
事
業
な

ど
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
事
業
を
社
会
福
祉
団
体
等
と
協
働
し
な
が

ら
行
い
、
地
域
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六

項
の
規
定
に
よ
り
、
秋
田
市
上
北
手
猿
田
土
地
改
良
区
か
ら
次
の
と
お
り
役

員
の
退
任
及
び
就
任
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
十
七
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
公
告
す
る
。

平
成
二
十
年
二
月
八
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
退
任
理
事
の
住
所
及
び
氏
名

秋
田
市
上
北
手
猿
田
字
宝
竜
崎
五
十
九
番
地
　
　
　
　
　
棚
橋
　
正
博

〃
　
　
仁
井
田
字
横
山
百
二
十
一
番
地
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
　
　
勉

〃
　
　
上
北
手
猿
田
字
四
ツ
小
屋
二
百
十
三
番
地
ノ
二
　
須
田
　
孝
徳

〃
　
　
〃
　
　
　
　
字
苗
代
沢
百
三
十
三
番
地
　
　
　
後
藤
善
左
衛
門

〃
　
　
〃
　
　
　
　
字
弥
生
館
百
四
十
一
番
地
　
　
　
　
鎌
田
　
義
弘

〃
　
　
〃
　
　
　
　
字
寺
ノ
沢
百
六
十
一
番
地
ノ
一
　
　
嵯
峨
　
　
智

〃
　
　
上
北
手
大
山
田
字
豊
口
百
二
十
二
番
地
　
　
　
　
鎌
田
　
悦
雄

〃
　
　
上
北
手
古
野
字
脇
ノ
田
三
十
番
地
ノ
一
　
　
　
　
鎌
田
　
　
章

二
　
就
任
理
事
の
住
所
及
び
氏
名

秋
田
市
上
北
手
猿
田
字
宝
竜
崎
十
三
番
地
　
　
　
　
　
　
菊
地
　
光
男

〃
　
　
仁
井
田
字
横
山
百
二
十
一
番
地
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
　
　
勉

〃
　
　
上
北
手
猿
田
字
四
ツ
小
屋
二
百
十
三
番
地
ノ
二
　
須
田
　
孝
徳

〃
　
　
〃
　
　
　
　
字
館
ノ
下
九
十
一
番
地
　
　
　
　
　
鎌
田
　
一
美

〃
　
　
〃
　
　
　
　
字
弥
生
館
百
四
十
一
番
地
　
　
　
　
鎌
田
　
義
弘

〃
　
　
〃
　
　
　
　
字
寺
ノ
沢
百
六
十
一
番
地
ノ
一
　
　
嵯
峨
　
　
智

〃
　
　
上
北
手
大
山
田
字
豊
口
百
二
十
二
番
地
　
　
　
　
鎌
田
　
悦
雄

〃
　
　
上
北
手
古
野
字
脇
ノ
田
三
十
番
地
ノ
一
　
　
　
　
鎌
田
　
　
章

三
　
退
任
監
事
の
住
所
及
び
氏
名

秋
田
市
上
北
手
猿
田
字
宝
竜
崎
十
七
番
地
ノ
五
　
　
　
　
京
野
　
敬
一

〃
　
　
〃
　
　
　
　
字
館
ノ
下
九
十
一
番
地
　
　
　
　
　
鎌
田
　
一
美

〃
　
　
〃
　
　
　
　
字
寺
村
七
十
七
番
地
ノ
一
　
　
　
　
安
田
　
孝
司

四
　
就
任
監
事
の
住
所
及
び
氏
名

秋
田
市
仁
井
田
字
横
山
百
二
十
五
番
地
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
和
男

〃
　
　
上
北
手
猿
田
字
砂
子
沢
百
七
十
五
番
地
　
　
　
　
山
影
　
忠
義

〃
　
　
〃
　
　
　
　
字
寺
村
七
十
七
番
地
ノ
一
　
　
　
　
安
田
　
孝
司

平
成
十
九
年
三
月
三
十
日
（
号
外
第
二
十
一
号
）
公
布
秋
田
県
企
業
職
員

給
与
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

（
原
稿
誤
り
）

一
　
　
　
上
　
　
　
十
三
　
　
　
三
十
一
　
　
　
　
　
三
十

（
原
稿
誤
り
）

一
ペ
ー
ジ
上
段
二
十
四
行
目
と
二
十
五
行
目
の
間
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
十
七
条
の
二
第
一
項
第
一
号
イ
を
削
り
、
同
号
ロ
中
「
百
分
の
二
十
」

を
「
二
種
」
に
改
め
、
同
号
ロ
を
同
号
イ
と
し
、
同
号
ハ
中
「
百
分
の
十
八
」

を
「
三
種
」
に
改
め
、
同
号
ハ
を
同
号
ロ
と
し
、
同
号
ニ
中
「
百
分
の
十
四

及
び
百
分
の
十
六
」
を
「
四
種
及
び
五
種
」
に
改
め
、
同
号
ニ
を
同
号
ハ
と

し
、
同
号
ホ
を
削
る
。

（
原
稿
誤
り
）

一
　
　
　
上
　
　
　
二
十
五
　
　
「
管
理
職
手
当
区

分
表
」
に
、

公
　
　
　
　
　
　
告

正
　
　
　
　
　
　
誤

ペ
ー
ジ
　
　
段
　
　
　
　
行
　
　
　
　
　
　
誤
　
　
　
　
　
　
　
正
　
　
　
　

「
管
理
職
手
当
区

分
表
」
に
、「
割

合
」
を
「
区
分
」

に
、



発

行

者

秋
　
　
田
　
　
県

秋
田
市
山
王
四
丁
目
一
番
一
号

購
読
料
金

一
月
三
千
六
百
七
十
五
円
（
税
込
）

秋
田
市
山
王
七
丁
目
五
番
二
十
九
号

印
　
刷
　
所

株
式
会
社
　
松
　
原
　
印
　
刷
　
社

電
話

八
七
六
六

F
A
X

〇
〇
〇
五

秋
田
市
山
王
七
丁
目
五
番
二
十
九
号

印
　
刷
　
者

松
　
　
原
　
　
繁
　
　
雄

（863）

（862）

E
-m
ail:m

atsu
b
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m
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b
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